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【講演要旨】

緒 言
我々を取 り巻 く環境の変化は,感染症領域にも大きな

影響を及ぼしている。

グローバル化により人を介して海外から持ち込まれる

感染症 (麻疹,結核など)が増加し,ま た海外への出国

者数が増えるにつれ現地で感染症に罹患する危険性も高

まっている。そして地球温暖化により亜熱帯以南で流行

している感染症が,日 本でも流行する兆しが見られてい

る (デ ング熱など)1)。 さらに食習慣の変化やペット飼

育数の増加などにより,食品や動物を介する感染症も増

えてきている
2.3)。 このような状況のなか,個人あるいは

社会全体に対する感染症のリスクを少しでも低下させる

ことが求められており,感染症専門医の果たすべき役割

は今後益々重要になってくるものと思われる。しかし感

染症専門医の数は充足 していると言える状態ではない。

日本感染症学会感染症専門医名簿 (2019年 11月 10日 時

点)に よると感染症専門医は現在1,490名で,その大多数

が勤務医として病院に在籍している。専門医資格をもっ

た開業医にいたつては全国で166名 ,兵庫県下では 5名

のみである。増え続ける感染症やメデイアの発する情報

に不安感を募らせる住民に寄 り添う立場として感染症専

門医の果たすべき役割は重要であると考える。

当院は2015年 4月 に感染症内科を標榜して開設したク

リニックである。地域における感染症専門医の役割を開

業医の立場から模索した 5年間の取 り組みとその成果を

報告ずる。

I トラベルクリニックとしての業務
1.渡航前 (プレトラベル)

渡航ワクチン接種,マ ラリア予防薬処方,高山病

たてクリニック
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①当院で使用している渡航ワクチン

表 1 渡航ワクチンー覧

。国内で承認されたワクチンの使用を原則として

いるが,渡航ワクチンとして欠くことのできな

い 2つ のワクチン (腸チフスワクチン,成人 3

種混合ワクチン)は輸入ワクチンを使用してい

る。

・狂大病ワクチンは2019年 9月 から新しいワクチ

ン (Rabipur)に 全面的に切 り替わり,こ れによ

り従来のワクチンと比べ接種のスケジュールが

大幅に短縮された (6ヶ 月からlヶ 月に)。

地域における感染症専門医の役割について

楯  英毅

キーワー ド:開業医,感染症専門医,渡航ワクチン,ト ラベルクリニック

予防葉処方,留学前,渡航前の健康診断

商品名 製造元

A型肝炎 エイムゲン KMバイオロジクス

B型肝炎

HEPTAVAX― Ⅱ MSD

ビームダン KMバイオロジクス

破傷風 沈降破傷風トキソイド 武田製薬

狂大病
不活化狂大病ワクチン KMバイオロジクス

Rabipur gsk

腸チフス SANOFI PASTEUR

髄膜炎 Menactra SANOFI PASTEUR

成人三種混合ワクチン(dlpa) Boosirix gsk

日本脳炎 ジェービック 阪大微研

麻疹風疹混合 阪大微研

水痘 乾燥弱毒生水痘ワクチン 阪大微研

ムンフ
・ス 乾燥弱毒生おたふくかぜヮクチ】阪大微研
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②ワクチン接種者の渡航先

表 2 ワクチン接種者の渡航先

314名 の方が当院でャ)支航ワクチン接種 を受け

た。

渡航先別では東南アジアが最も多く,仕事での

長期出張,駐在などで赴任される方の利用が多

かった。

北アメリカは主に留学の際に必要になるワクチ

ンを接種することを目的として来院される方が

多かった。

③接種ワクチンの使用数

・A型肝炎ワクチンの接種者が最も多かった。A

型肝炎ワクチンと破傷風 トキソイドは渡航ワク

チンの基本であり,渡航先,期間を問わず推奨

されるワクチンである
4'。 A型肝炎ワクチンは

ほとんどの方が未接種であるのに対し,破傷風

トキソイドは既接種者が多いため,A型肝炎ワ
クチンに比べ破傷風 トキソイドの接種者数が少

なくなっている。
‐
・狂大病ヮクチンの接種者は137名 であった。狂

大病による死亡者数は年間約 5万 5千人,その

ほとんどがアジア (イ ンド,パキスタン,バ
ングラデイシユ,中 国, ミャンマー)と アフ

リカである。罹患すると致死率がほぼ100%の

ため
5),こ
れらの地域に渡航する方の関心も高

く,接種希望者も多かった。
・腸チフスは海外では発生頻度の高い感染症で ,
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表 3 接種ワクチン (重複あり)

年間約2000万 人の感染者と20万人の死亡者が発

生している。特に南インド,イ ンドネシアでの

発生が最も多く
5), これらの地域に長期滞在す

る方には当院からも推奨をしている。

髄膜炎ワクチン,成人 3種混合ワクチンは主に

アメリカの大学に留学する際に求められること

が多い。

④マラリア予防薬処方 (メ ファンキン,マ ラロン)

15名の方に処方した。

渡航先と人数はアフリカ8名 ,東南アジア (イ

ンド̀
ネ
シア,カ ンボジア)4名 ,イ ンド2名 ,ブ

ラジル 1名であった。

(|||13)高 山病予防薬処方 (ダイアモックス)

12名の方に処方した。渡航先とその人数はペ

ルー10名 , ボリビア2名であった。

人数 地域 国

123名 東南アジア
タイ、インドネシア、ベトナム、カンボジア
シンガポール、ミヤンマー、マレーシア

64名 北アメリカ アメリカ、カナダ

37名 南アジア インド、ネパール、スリランカ

36名 東アジア 中国、韓国、台湾

19名 中南米 メキシヨ、ペルー、ニカラグア、ブラジル、ボリビア

15名 アフリカ
南アフリカ、ウガンダ、アルジェリア、スーダン、
チュニジア、ザンビア

5名 ヨーロッパ
オランダ、ドイツ、ノルウエー、オーストlブア、
スロベニア

2名 中 東 カタール、サウジアラビア

2名 世界一月

11名 不 明

人数 種類

232名 A型鮮炎ワクチン

157名 8型肝炎ワクチン

137名 狂大病ワクチン

123名 破傷風トキソイド

83名 腸チフスワクチン

30名 日本脳炎ワクチン

28名 麻疹風疹ワクチン

26名 髄膜炎ワクチン

13名 成人用3種混合ワクチン

45名 その他(ポ :プオ、ムンプス、水痘など)
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渡航先で感染し現地または帰国後に発症する下

痢症を一括 して旅行者下痢症と呼ぶ。多くがウ

イルス性であり数日で軽快することが多いが ,

その中に細菌性,原虫性の下痢症が紛れ込んで

いるため注意が必要である
5).当
院では旅行者

下痢症に対し,便培養を提出した後レボフロキ

サシン3日投与を行い,培養結果が出る 5～ 7

日後に再診を行っている。多くの方がこの時点

で軽快 しており,培養でもカンピロバクターゃ

通常の大腸菌など,国内での腸炎と同様の結果

であることが多い。症状が軽快 しない場合には

原虫による下痢症を考え,採取した新鮮便を用
い鏡検 して原虫の確認を行う。これにてジアル

ジア 1名 ,ア メーバー赤痢 1名の診断を確定し

当院で治療を行った。確定できない症例は高次

医療機関に紹介し診療を依頼した。

腸チフスの症例は発熱のみであった。マラリ

ア,デ ング熱,イ ンフルエンザ,ウ イルス性肝

炎などすべて陰性であった。渡航先と好酸球

0%の データから腸チフスを疑い, レボフロ

キサシンの投与を開始したところ急速に解熱し

軽快した。臨床的に腸チフスと診断した症例で

あった
°
。

動物咬傷の 6名 中 4名が現地で狂大病暴露後発

病予防のワクチン接種を受けていたため,帰国

後当院においてワクチン接種を継続 して行っ

た。

Ⅱ 一般外来での感染症診療
・寄生虫疾患に対する問い合わせが多かった。虫体を

持参 した 2名 については,マ ス類の喫食が確認で

き, 日視にて条虫であることが確認できた。検査機

関の判定が広節裂頭条虫であったため,駆虫薬 (プ

ランカンテル)に よる治療を行った 78)。

・寄生虫疾患の検査希望者 5名 は寄生虫に感染するエ

ピソードが薄く,積極的に感染を疑う症状もなかっ

たが,希望が強く抗体検査や虫体/虫卵検査を実施

した。結果はすべて陰性であり経過観察をする旨説

明し納得された。しかし20年近く様々な医療機関で

寄生虫の検査を繰 り返している一名の方は陰性の検

査結果にも納得されず対応に苦慮した。寄生虫感染

ではなく寄生虫妄想の可能性が高く,精神学的アプ

ローチが必要と思われた
9'。

。レプ トスピラ症は流行地域での川遊びのエピソー

ド,筋肉痛,結膜充血,高熱,総合病院での抗生剤

治療に抵抗性であることなどから本感染症を疑い ,

2.渡航後 (ポ ストトラベル)
帰国後の体調不良者の診察,治療

①渡航後の体調不良での受診者数

115名

表4 体調不良者の渡航先

|、2渡航後の体調不良の原1大1疾患

表 5 疾患別
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人数 地域

58名 東南アジア
タイ、インドネシア、ベトナム、カンボジア
シンガポール、ミャンマー、マレーシア.ラオス

ヨ6名 東アジア 中饉、韓圏、台湾

14名 南アジア インド、ネバール、スリランカ

8名 中南米 ブラジル、メキシヨ

8名 ョーロッパ イタリア、フランス、スペイン、ルクセンフルク

6名 オセアニア
オーストラリア、ニユージーランド、グアム、タ
ヒチ

4名 アフリカ Er.):r. 5>S -2, )>r i?-" +>€ 7

1名 北アメリカ アメリカ

領域 疾患名 人数

消化器疾患

旅行者下痢症 50名

急性胃炎 4名

アメーバー赤痢 3名

ジアルジア 2名

腸チフス 1名

ブラシストシステス 1名

呼吸器疾患
上気道炎、副鼻腔炎、扇桃
炎気管支炎、気管支喘患

26名

泌尿器疾患 颯芳:光炎、腎孟腎炎 3名

ウイルス感染症

インフルエンザ フ名

デング熱 1名

EBウイルス性肝炎 1名

動物咬傷 大、猫、ワラビー、虫 6名

その他
じんま疹、中耳炎、虫垂炎、

手足口病、日本炎
5名

不 明 5名



領域 疾患 人数

寄生虫疾患

広節裂頸条虫 2名

アニサキス 3名

焼虫 1名

検査希望
・肝吸虫
・饒虫
・エキノ調ッカス
・寄生虫全般

5名

細菌感染

レプトスピラ症 1名

ねこひっかき病 1名

偽膜性腸炎 1名

ツツガムシ病 2名

検査希望
・リステリア菌
・コリネバクテリウム菌
・レプトスピラ
・梅毒
・淋菌

16名

原虫感染
検査希望
`腸トリコモナス

1名

ウイルス感染
検査希望
・HIV

3名

西宮市医師会医学雑誌,第25号 2020年

表6 -般外来での感染症

サワシリン高用量を処方したところ速やかに解熱し

て軽快した。国立感染症研究所に検体を送り検査を

依頼した結果,Leptospira interrogansが 検出され確

定診断となった
10)。

細菌,原虫感染に対する相談,検査依頼も寄せられ

た。特にペットを飼っている方が人獣共通感染症を

心配して受診するケースが多く見られた。培養 (血

液,日因頭ぬぐい液),PCR法 (尿 ,日因頭ぬぐい液),

抗体検査などを行った。

考 察
・渡航ワクチンについてはアクセスが容易な地域の診

療所/ク リニックが積極的にその役割を果たすべき

である。多くの方がワクチン接種を受けやすい環境

を作ることにより接種者を増やすことができれば,

渡航者の健康維持にも貢献できるものと考える。

・渡航後の体調不良については,その多くがコモン

ディジーズであることから,我々開業医でも対応可

能であるが,診断が困難な輸入感染症が含まれるこ

とがある。自分で対応できるかどうかの見極めを正
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しく行い,対応困難な症例については基幹病院感染

症科に依頼する姿勢が重要であると考える。
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